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国勢調査の記録
この政策の成功を最も明確に示すのは、シンガポール人が家庭で話す言語
です。国勢調査と一般世帯調査（General Household Survey）は、5歳以上の
居住者に、家庭で最も頻繁に話す言語を尋ねています。その回答は、わず
か一世代のうちに起きた変容をたどるものです。1990年には、英語と答え
た人は18.8％でした。その割合は2000年に23.0％、2010年に32.3％、2015年
に36.9％、2020年に48.3％へと上昇しました。2025年には58.1％に達してい
ます。1

同じ期間に、北京語は上昇した後に下降しました。北京語は2000年には居
住者の35.0％、2010年には35.6％にとって最も頻繁に話す家庭言語でした
が、その後2020年には29.9％、2025年には26.6％に低下しました。中国語
の諸方言は、2000年にはなお居住者の23.8％の家庭言語でしたが、2020年
には8.7％、2025年には4.9％に落ち込みました。マレー語は2000年の14.1％
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から2025年の7.0％に減少し、タミル語は同じ期間に3.2％から2.2％に低下
しました。2 英語のために他のすべての言語が後退したことは、60年にわ
たる言語政策の最も目に見える結果です。

あらゆるコミュニティの家庭で話される英語
この変化は、三つの主要コミュニティのすべてで起きています。華人系の
居住者の間では、2020年に英語が47.6％で家庭で最も頻繁に話される言語
となりました。2010年には、彼らの47.7％が北京語を第一の選択としてい
ました。3 子どもの数字は、変化の方向をより鮮明に示しています。2010
年には、5歳から14歳の華人系の子どもの52％、マレー系の子どもの26％
が家庭で英語を話しており、2000年にはそれぞれ36％と9.4％でした。4 こ
れらの子どもたちは現在おおよそ21歳から30歳で、英語を母語とする話者
として金融センターの労働力に加わりつつあります。

国勢調査はまた、英語が単独で使われることはまれであることも示してい
ます。統計局（Department of Statistics）によれば、家庭で最も頻繁に英語
を話す居住者の過半数は、第二の家庭言語として母語または方言も話して
います。5 典型的なシンガポールの家庭は二言語であり、英語が学校と職
場の言語、北京語、マレー語またはタミル語が祖父母、祭り、宗教の言語
となっています。この組合せのもう半分については、第J部第II章で検討し
ます。

多元社会における共通語
英語は、シンガポールにおいて他のどの言語も果たせない機能を果たして
います。英語は、華人の管理職、マレー人の公務員、インド人の弁護士、
ユーラシアンの銀行家が互いに話す言語であり、また彼ら全員が、金融セ
ンターの大きな部分を占める外国人駐在員や外国の顧客と話す言語でもあ
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ります。大多数のシンガポール人が暮らす公営住宅団地では、民族別の割
当制度によって同じ棟に各コミュニティが混在しています。英語は、ヴォ
イドデッキ、市場、校門の言語なのです。

政府は、この共通語を社会的結束の柱とみなしています。それは同時に、
第J部第IV章で検討する開かれた労働市場の前提条件でもあります。イン
ド、フィリピン、英国、オーストラリア、米国から来た外国人専門職は、
現地の言語を学ばなくても初日からシンガポールで働けるからです。これ
を提供できるアジアの金融センターはほとんどありません。東京、ソウ
ル、上海、さらには香港でも、英語しか話さない外国人専門職は、現地の
ビジネスと公的生活の多くの部分から取り残されたままです。

この選択のコスト
英語の台頭には、シンガポールで公然と議論されているコストがありま
す。第一は中国語方言の喪失です。第A部で述べた商人ネットワークが商
売に用いていた福建語、潮州語、広東語は、今では家庭で話すのはごく少
数にとどまります。多くの若い華人系シンガポール人は、祖父母と会話す
ることができません。第二は母語に対する圧力です。2010年以降、家庭言
語としての北京語、マレー語、タミル語が衰退していることは、特に中国
との関係において二言語主義を国家の資産とみなす政府を憂慮させていま
す。リー・クアンユー（Lee Kuan Yew）自身、2009年に、二言語主義への
こだわりのために歴代の生徒たちが「大きな代償を払った」と述べていま
す。6

第三のコストは社会的流動性に関わります。英語を話す家庭の子どもは、
英語がほとんど話されない家庭の子どもに比べて、有利な立場で学校生活
を始めます。英語の能力は大学や最も給与の高い職へのアクセスに強く影
響するため、その優位は成人後も続きます。第四は新たに来る人々に関わ
ります。2023年2月、野党党首のプリタム・シン（Pritam Singh）は、市民
権と永住権の申請者に英語試験を課すことを提案しました。2023年4月に
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CNAが公表した世論調査では、回答者の過半数がこの案を歓迎していまし
た。7 この議論は、誰のものでもない中立的な言語として選ばれてから二
世代を経て、英語がいかに国民的アイデンティティの一部となったかを示
しました。

注

Wikipedia, “Languages of Singapore”（2026年11月最終閲覧）、国勢調査
（Census of Population）および一般世帯調査に基づく家庭で最も頻繁
に話される言語の表：英語18.8％（1990年）、23.0％（2000年）、
32.3％（2010年）、36.9％（2015年）、48.3％（2020年）、
58.1％（2025年）。2020年の数値はDepartment of Statistics Singapore, 
Census of Population 2020, Statistical Release 1の家庭言語の章に対応してい
ます。2025年の数値について、Wikipediaは一般世帯調査2025を報じ
たCNA, 2026年6月30日を典拠としています。 ↩

Wikipedia, “Languages of Singapore”（2026年11月最終閲覧）、同じ表：
北京語35.0％（2000年）、35.6％（2010年）、29.9％（2020年）、
26.6％（2025年）。その他の中国語変種23.8％（2000年）、
8.7％（2020年）、4.9％（2025年）。マレー語14.1％（2000年）、
9.2％（2020年）、7.0％（2025年）。タミル語3.2％（2000年）、
2.5％（2020年）、2.2％（2025年）。 ↩

Wikipedia, “Singapore English”（2026年11月最終閲覧）。The Straits
Times, 2021年6月16日を引用：英語は47.6％で華人系居住者が家庭で最
も頻繁に話す言語となりました。2010年には、彼らの47.7％が北京語
を第一の選択としていました。 ↩

Wikipedia, “Singapore English”（2026年11月最終閲覧）：2010年には、5
～14歳の華人系の子どもの52％、マレー系の子どもの26％が家庭で
英語を話しており、2000年の36％と9.4％から上昇しました。 ↩

Department of Statistics Singapore, Census of Population 2020、家庭言語に関
するインフォグラフィック：家庭で最も頻繁に英語を話す居住者の
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過半数は、“also spoke a mother tongue language or dialect as a secondary
language”。 ↩

Wikipedia, “Speak Mandarin Campaign”（2026年11月最終閲覧）：2009
年、リー・クアンユーは、二言語主義へのこだわりのため
に“successive generations of students paid a heavy price”と述べました。 ↩

Wikipedia, “Singapore English”（2026年11月最終閲覧）：2023年2月、プ
リタム・シンは市民権および永住権の申請者に対する英語試験を提
唱しました。2023年4月3日に公表されたCNAの世論調査では、過半
数がこれを歓迎していました。 ↩
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